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ご挨拶

　このたびは、「YUSHINレポート2023」をご高覧いただき、誠にありがとうございます。

　すべてのステークホルダーの皆さまにYUSHINグループについてのご理解を深めていただきたく、財務情報と非財務情報を

まとめたYUSHINレポート（統合報告書）を発行しています。「YUSHINレポート2023」では、新たに、次の50年に向けた成長ス

トーリー、人財戦略を担う担当役員インタビュー、社外取締役による今後の課題についての鼎談などを掲載しています。

　今後も当該レポートをコミュニケーションツールとして活用し、持続的な企業価値の向上に努めてまいります。

株式会社ユーシン精機

我社は人間尊重を基本として、

公正かつ健全な「力と知恵と勇気」をもって行動し、

顧客と株主の信頼を得ます。

世界をめざして常に革新ある技術を創造し、

広く社会に貢献します。

我々仲間は一致協力して

社業の発展に尽くし、もって物心共に

豊な生活を得ることを目指します。

今日も一日、

より良くユーザーに尽くし

より多くの信用を得ましょう。
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編集方針

報告対象期間

報告対象範囲

将来見通しに関する注意事項

すべてのステークホルダーの皆さまに、当社がどのように社会的・経済的価値創造を実現し、持続的成長を目指し
ているかについて理解を深めていただける内容とすることを方針として作成しています。また編集にあたっては、
IFRS財団の「国際統合報告書フレームワーク」、経済産業省による「価値協創ガイダンス2.0」などを参照しています。

2023年3月期（2022年4月1日～2023年3月31日）を主たる対象期間としています。なお、一部内容に当該期間外の情
報も含まれています。

株式会社ユーシン精機および連結子会社13社を対象としています。

本「YUSHINレポート2023」に記載されている将来の業績に関する予測や見通しなどは、作成時点で入手可能な情報
により当社が合理的と判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性その他の要因が含まれています。そのため、
実際の業績などは様々な要因の変化により記載の予測・見通しとは異なる可能性があります。




